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第8巻第1号紀要発行に寄せて
　

 弘前医療福祉大学　　　　　　
 学長　下　田　　　肇　
　

「真実を探している者を信じよ
真実を見つけた（という）者は疑え」
 アンドレ・ジッド　フランスの小説家

　現代の社会において反知性主義が拡大しているようです。学歴・知識などの価値を認めず、
すなわち客観性や実証性に対して信頼をおかず、自分の生活の価値観を信頼し、自分の望むよ
うに世界の事象を解決する傾向であると考えられます。
　学問をすること、研究するということは、反知性主義的な事柄に対していかに反論させてい
くことが出来るかにつながりましょう。
あるいは学問をすること、研究するということは、

「ある真実を教えることよりも
いつも真実を見出すには
どうしなければならないかを
教えること―考えること」
 ルソー　フランスの哲学者

を目的にしているといえます。その目的のために論文を書くという作業は極めて重要であると
考えます。
　さて、第 8巻第 1号の発行にあたり今回よりその内容をより充実させるために、一般論文の
ほかに特集として、公開講座の内容や当大学の教員の研究活動（学会発表や研究成果の小論文
等）を紹介するコーナーを設けております。また、外部資金や学長指定研究のテーマもあわせ
て掲載することになっております。
　紀要を通して本大学の研究活動を広く学内外に伝え、その内容の充実、質の高さを知ってい
ただくことは大いなる意義があります。
　今後もふるって紀要に多くの論文を発表することによって研究活動への意欲向上に寄与して
欲しいと希望します。
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弘前医療福祉大学紀要規程

（目的）

第１条 弘前医療福祉大学（以下「本学」という）における紀要の名称を「弘前医療福祉大学紀要」Journal of 

Hirosaki University of Health and Welfare（ISSN 2185-0550）とし、以下「紀要」という。

　　　　紀要は本学における研究成果発表を目的として、定期的に刊行される。

（発刊）

第２条　紀要の発刊は原則として年 1回とし、本学紀要編集委員会（以下「委員会」という）がその任にあたる。

　　　　委員会の委員は教授会の議を経て選出され、任期は原則として２年とする。

　２　　紀要は、発刊前年度の 10 月 1 日から発刊年度の 9月 30 日までに投稿された論文を一号として刊行する。

　３　　発刊期日は原則として発刊年度の末日までとする。

（投稿資格者）

第３条　紀要への投稿資格者は、次のとおりとする。

　　１）本学専任教員　　

　　２）第一号の共同研究者。但し、筆頭著者は本学専任教員とする。

　　３）その他、委員会が適切と認めた者

（受付・査読・採否）

第４条　投稿原稿は他誌に未掲載で且つ投稿中ではない論文に限る。

　２　　投稿原稿は各学科の委員を経て随時受け付けられ、委員会は預かり証を発行する。

　３　　預かった論文のうち短報以外はすべて第三者に査読される。査読後、委員会は投稿論文の

　　　　種別・内容・体裁について修正を求めることがある。

　４　　論文の採否は委員会において決定され、その結果は書面で通知される。

（著作権）

第５条　掲載論文の著作権は本学に帰属し、論文の電子化は了承されたものとする。

　　　　但し著者が当該論文を利用する場合は本学の許諾を必要としない。

（経費負担）

第６条　投稿原稿が規定の枚数を超過した分については、著者の負担とする。

　２　　初校の際には別刷の必要部数を委員会に申告するものとする。

　３　　別刷は 10 部まで共通経費負担とし、それを超えた分は著者負担とする。

（倫理的配慮）

第７条　投稿論文は、倫理的配慮がなされ、且つその旨が本文中に明記されなければならない。　　　　

（その他）　　　　　

第８条　論文の投稿要項に関しては、委員会が別に定める。

附則　 本規程は 2009 年 7 月 16 日から施行する。

　　　 本規程は 2013 年 5 月 21 日から施行する。
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2009 年 10 月 15 日制定
 最終改正　2016年1月20日

弘前医療福祉大学紀要投稿要項

１．投稿論文
投稿論文は他誌に未掲載で且つ投稿中ではない和文及び英文の総説、論説、原著、研究報告、研究ノート、短
報、その他とし、随時受け付ける。

２．論文の種類
他誌に未掲載で投稿中ではない以下①－⑦の論文を受け付ける。　　　　　
尚、①－⑤は査読があり、⑥ ⑦は査読なしとする。

　　　①　総説：ある主題に関連した研究の解説、総括　　　　　　　　　　　　　　　
　　　②　論説：主題に関する理論の構築、展望、提言　　　　　　　　　　　　　　　
　　　③　原著：独創的な研究により、新しい知見、理論を示した論文　　　　　　
　　　④　研究報告：研究上の問題提起、興味深い事実や実態・事例・症例に関する論文
　　　⑤　研究ノート：論文としては未整理であるが、すぐに知らせる意義のある研究　
　　　⑥　短報：教育実践報告、研修報告、国際学会、セミナー報告　　　　　　　　　
　　　⑦　その他：委員会が必要と認めたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．投稿資格者
　　１）本学専任教員
　　２）１）の共同研究者　
　　３）その他　委員会が適切と認めた者　　　
４．倫理的配慮

人および動物を対象にする研究では、倫理的に配慮し、その旨を本文中に明記する。
研究が適切に行われたことを示すため、「本研究は弘前医療福祉大学研究倫理規程に沿って行われた」、英語論文
の場合は “The study was performed in accordance with the Rules for Ethics of Study, Hirosaki University of 
Health and Welfare.” と文中、または文末に明記する。

執筆・投稿要領
１．原稿の構成と表記
　１）原稿はA4版、10 ポイントで１枚につき 40 字 （英字・数字は半角） ×40 行　横書きとする。
　　　原著、研究報告、総説、論説は 10 枚（16000 字）以内とし、研究ノート、短報、その他は 5枚（8000 字） 以

内とする。但し、図表１枚は 800 字（半枚） 分に数えるものとする。欧文の場合にはA4版、ダブルスペースで
１枚につき 26 行でタイプする。

　　　欧文は必ずnative speakerによる校閲を受けたものであること。
　２）表紙には論文題名、著者名、所属および所在地（希望するならe-mail アドレスも）を和文と欧文の両方でそ

れぞれ明記する。さらに本文枚数（引用文献、要旨を含む）、図、表、写真、図表の説明文などの枚数を記載
し、最後に論文の種類：「原著」（例）のように明記する。２枚目には600字以内の和文要旨とキーワード3－5語、
3枚目には 300 語以内の英文要旨とkeywords 3 － 5 語を記す。

　３）図表の使用は最小限にとどめ、「図１」、「表１」、「写真１」等　それぞれの通し番号をつけ、本文とは別に一
括する。

　　　これらの挿入希望場所を本文原稿右余白にそれぞれ指定する。図、表、写真については印刷時の大きさを明記
する（例：原寸、70%,  50% など）。

　４）外国の人名、地名に原語を用いるほか、叙述中の外国語にはできるだけ訳語をつける。
　５）注は脚注として最小限にとどめる。
２．文献記載の様式　 
　１）文献は、本文の引用箇所の肩に１）－３）と表し、最後に一括して引用順に掲げる。
　２）文献は、“引用” や “参考” をつけず、「文献（References）」として扱う。
⎧
｜
⎩

⎫
｜
⎭
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　３）文献の記載方法・順序
　　〈雑　誌〉著者名：表題名．雑誌名．巻（号）：頁－頁, 発行年
　　〈単行本〉著者名：論文題名．書名（版表示）．編者名．頁－頁．発行地：出版社．発行年
　　〈訳　本〉著者名：論文題名．書名（版表示）．編者名．訳者名．頁－頁．発行地：出版社．発行年
３．投稿の際の提出書類
　１）原稿：表紙、和文要旨、英文要旨、本文、図表

（総説・論説・原著・研究報告・研究ノート・短報　ともに１部、査読を要するものについてはコピーを２部提
出する。コピー 2部については、著者名、所属、謝辞ほか著者を特定できるような事項を削除する。）

　２）紀要原稿提出書と原稿受領書をセットで提出する。（大学共有ファイル内）：連絡先（氏名、住所、電話番号、
メールアドレス）と別刷希望部数を記入する。

　３）フロッピーディスクまたはＣＤ（１枚）；ソフトはワードとし、ファイル名を「本文」「和文要旨」「英文要旨」
「図１」などとする。但し、提出は論文受理後とする。

４．謝辞、大学の正式な英語名等について
　１）学長指定研究等は謝辞に記載する。

例
「本研究は弘前医療福祉大学学長指定研究により行われた。」
英文の一例を記載する。
This article was partially supported by a grant for designated research provided by the President of Hirosaki 
University of Health and Welfare.

　２）大学などの正式な英語名および省略形を使用する場合の参考例を記載した。
弘前医療福祉大学
Hirosaki University of Health and Welfare ...... Hirosaki Univ Hlth & Welf
保健学部
School of Health Sciences ...... Sch Hlth Sci
看護学科
Department of Nursing ...... Dept Nursing
医療技術学科
Department of Rehabilitation Sciences ...... Dept Rehabil Sci
作業療法学専攻
Division of Occupational Therapy ...... Div OT
言語聴覚学専攻
Division of Speech-Language-Hearing Therapy ...... Div ST

５．その他
　１）著者校正は原則として一校までとする。校正時の大幅な追加、修正は原則として認めない。
　２）別刷は 10 部まで共通経費による負担とする。



編　集　後　記
　

 弘前医療福祉大学紀要編集委員会
 委員長　長　岐　正　彦

今年の弘前の冬は積雪が多いと思っていましたが、次第に日差しが強くなり春の足音が近づい
ているように感じます。一歩外に目を向けますと、トランプ政権誕生や豊洲市場移転問題等の
ニュースが報じられるこの頃ですが、本学でも一年が慌ただしく過ぎてこの時期になってやっ
と、紀要第 8巻をお届けすることができます。今回は学長より巻頭言を戴きました。
論文の内訳は、総説 1、原著 5、研究報告 1の 7編です。これに特集として本学の公開講座、

および本学教員の研究活動（平成27年10月～平成28年 9月）を紹介するコーナーを設けました。
この 1年間、県内外の実習施設に赴いての実習指導をはじめ、卒業研究（課題研究）指導や国

試対策の指導など、日々多忙を極める中で、研究成果を纏め投稿された先生方に感謝いたします。
今年も、国試が終わり、まもなく 5回目の卒業生が巣立っていこうとしております。どの地へ

行っても、これまで培ってきた本学のホスピタリティー精神を忘れないで頑張ってくれると信じ
ております。
さて、人口減少時代を迎え、大学の定員割れなどが心配される昨今、本学の教育面だけでなく

スタッフの研究活動をアピールすることは、本学の認知度を高め、地域で選ばれる大学になるた
めにも欠かせないことであり、教員がこれから研究活動をするうえで意欲を持つことにも繋がる
と考えて特集を組みました。

弘前医療福祉大学
紀要編集委員会

委 員 長　　長岐正彦
副委員長　　氏田直子
委　　員　　三浦秀春
委　　員　　佐藤厚子
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